
 

第 3 次ボランティア市民活動推進計画の概要 

 

１．目 的 等   

本計画は、市民、団体また企業などが、ボランティア活動に対する意識を高め、ボラン

ティア活動への参加の促進と活動に取り組みやすい環境を整備することを目的とする。 

ボランティア市民活動推進計画は、平成 19 年 2 月に第 1 次計画、平成 26 年 3 月に第 2

次計画を策定し、本計画は第 3次計画となる。 

 本計画の策定にあたっては、市民や学識経験者など 9 名で構成するボランティア市民活

動推進協議会において会合を重ね、平成 31 年 3 月に策定。 
 

２．計画期間  2019 年度から 2023 年度までの 5か年計画 
 

３．アンケート調査 

（１）調査対象者  ◆市民意識調査 無作為抽出した 2,000 人   

◆団体意識調査 ボランティア市民活動センター登録団体 153 団体 

◆企業意識調査 市内企業 1,200 社 

（２）調 査 期 間  平成 29 年 10 月 10 日～平成 29 年 10 月 31 日 

（３）主 な 結 果   

 センターの認知度は、市民意識調査では 16％、企業意識調査では 15％と大変低い状況

の一方で、それぞれの調査でボランティア活動に関心があるとの回答が 6 割に上って

いることから、ボランティアに対する潜在的な活動意識は高い。 

 潜在的な活動意識がある市民等に対して、活動へ導くきっかけづくりとして情報発信

の在り方や 10 代のボランティア意識の高さと活動の継続に関する取り組みの必要、活

動意欲の高いシニア世代へのアプローチ、また企業とボランティア団体等をつなぐ制

度の構築などが求められている。 

 

４．計画の推進   

 基本理念や基本目標は第 2 次計画を引き継ぎ、計画を推進するために、第 2 次計画まで

の取り組みの更なる充実とアンケートの調査結果を踏まえて、「ボランティア市民活動セン

ターのプロモーション」、「ボランティア市民活動を行うためのきっかけづくり」、「支援体

制の充実」、「企業ボランティアの推進」の４つの方策を示し、それぞれの方策に具体的な

実施項目を定める。 

 また、第２次計画では具体的な実施項目の記載はあったものの、その事業の効果等を評

価する指標は示されておらず、計画の進捗状況の点検や評価を行うにはわかり難い点があ

ったため、本計画では方策ごとに指標を設定し、事業の効果を定量的に把握して、目指す

べき目標の「見える化」を図ります。 
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ボランティア市民活動を行うた

めのきっかけづくり 

指標：ボランティア活動に取り

組んでいる人の割合 20％以上 

企業ボランティアの推進 

指標：企業ボランティアの新規

登録 50 社以上 

ボランティア市民活動センター

のプロモーション 

指標：ボランティア市民活動セ

ンターの認知度 25％以上 

広報戦略の強化 

メディアを活用したセンターの情報発信 

ボランティアイベントの開催 

サポート組織の充実 

支援体制の充実 

指標：ボランティア市民活セン

ターの新規登録者数 

5 年間で 1,000 人以上 

企業ボランティアの支援 

ボランティア顕彰制度及び活性化ツールの検討 

企業向けホームページの新設 

ボランティア活動支援基金及び助成制度の充実 

企業や社員のための社会貢献セミナーの実施 

ボランティア情報の収集及び提供 

初心者向け研修会などの充実 

地域での出前講座の実施 

ボランティア教育・体験学習の強化 

体験プログラムの開発 

基本理念 基本目標 方策と指標 具体的な取り組み 

ボランティア団体の設立や法人化に関する相談・支援の強化 

ボランティア登録制度を活用したマッチングの強化 

アダプトプログラム制度の充実 

ボランティア団体相互の連携の強化 

ボランティア市民活動交流会の充実 

レベルアップにつながる学習機会の充実 

助成金情報の提供 

ボランティアコーディネーターのスキルアップ 

企業や様々なコミュニティ、関係機関との連携の強化 

センターの機能強化 

ボランティア活動推進計画の体系図 
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